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 (１)福岡都市計画 都市計画区域の整備、 

開発及び保全の方針の変更（福岡県決定）  

 

 

 

・福岡県においては，都市を取り巻く環境の変化を踏まえ，喫緊の課題である 

「 集 約 型 の 都 市 づ く り 」 を 効 果 的 に 進 め る た め ， 平 成 ２ ７ 年 １ ０ 月 に 

福岡県都市計画基本方針を改定しました。 

 

・今回，新たな福岡県都市計画基本方針の実現に向け，複数の都市計画区域を 

包括した広域的な都市計画のマスタープランとして枠組みづくりを行うとともに， 

「広域拠点」や「拠点」を効率的に接続する「基幹公共交通軸」と「公共交通軸」が 

位置づけられます。 

 

・以上の理由により，「福岡都市圏都市計画区域の整備、開発及び保全の方針」が 

 変更されます。 
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 １．都市計画区域の整備、開発及び保全の方針（県決定）の変更経緯及び予定                                

  「都市計画区域の整備、開発及び保全の方針（以下：都市計画区域マスタープラン）」とは， 

都道府県が一市町村を超える広域的な見地から，区域区分をはじめとした都市計画の 

基本的な方針を定める法定の計画であり，これまで定期的に見直しを行ってきました。 

  今回の変更は，少子高齢化のさらなる進展や人口減少社会への対応など都市計画に対する 

 社会的要請の変化を踏まえ，喫緊の課題となった集約型の都市づくりを効果的に進めるため， 

平成 27 年 10 月に県が策定した「福岡県都市計画基本方針」を反映した内容となっています。 

●これまでの変更経緯 

 平成 16 年 5 月 決定 

 平成 19 年 10 月 変更 

 平成 23 年 4 月 変更 

●スケジュール（予定） 

平成 28 年 3 月 案の閲覧・公聴会（公述の申し出なしのため中止） 

平成 28 年 7 月 県から市への意見聴取 

 法定縦覧 

平成 28 年 8 月 福岡市都市計画審議会へ付議 

平成 28 年 11 月 福岡県都市計画審議会へ付議 

 国の同意 

平成 28 年度中 決定告示 
 

 ２．当計画の位置付け および 記載内容                               
 

都市計画区域マスタープランは以下のような位置づけとなっています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 ３．主な変更内容                                    

① 都市計画区域の統合 

都市計画区域マスタープランについては，交通基盤の進展による生活圏の広がりへの対応や 

都市間連携の強化などに向け，より広域的な圏域で一体的な都市計画を推進していくため， 

県内を４つの都市圏として位置づけ，都市圏毎に策定がなされます。 

 都市計画区域については，福岡都市圏の中で区域区分（いわゆる線引き）を行っている市町の 

都市計画区域を統合し，9 市 6 町で構成される「福岡広域都市計画区域」となります。 

県内 55 の都市計画区域マスタープラン    県内 ４ の都市計画区域マスタープラン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

福岡都市計画 都市計画区域の整備、開発及び保全の方針の変更 

 

都市計画運用指針 

〔国の都市計画制度の 

 運用方針〕 

 平成 27 年 10 月改定  

福岡県都市計画基本方針 

〔福岡県の都市計画のあり方を示すもの〕 

個別都市計画決定 

・区域区分 ・地域地区 
・地区計画 ・都市施設 
・市街地開発事業 等 

改定作業中 

福岡県都市計画の 

運用方針 

〔福岡県の実態を踏まえた 
 都市計画制度の運用方針〕 

国 福岡県 福岡市 

〔都市計画法に基づく法定計画〕 

主な記載内容 
 ① 圏域の現状と課題 

 ② 都市計画の目標 

 ③ 区域区分の決定の有無及び区域区分を定める際の方針 
・将来におけるおおむねの人口（人口フレーム） など 

 ④ 主要な都市計画の決定等の方針 
・都市構造の形成方針（拠点・公共交通軸等の設定） 
・土地利用の整備に関する主要な都市計画の決定の方針 など 
（大規模集客施設の立地誘導方針 （いわゆる立地ビジョン）など） 

即する 

改定作業中 

都市計画区域マスタープラン 

〔都市計画法第６条の２ 
 第１項の規定に基づく〕 

平成 26 年 5月策定 

都市計画マスタープラン 

〔都市計画法第 18 条の２ 
 第１項の規定に基づく〕 

平成 19 年 6 月 大規模集客施設の立地ビジョン策定 

平成 24 年 12 月策定 

第９次福岡市基本計画 

都市計画区域マスタープランに位置づけ 

(平成 20 年 12 月) 

本編(案)抜粋(一部加工) 

筑豊都市圏 

北九州都市圏 

筑後都市圏 

福岡都市圏 

「福岡市を中心とする 

多心ネットワーク型都市構造の形成により， 

国際中枢都市圏を目指す」 

福岡都市圏の都市づくりの目標 

▲ 福岡都市圏の範囲 

 

筑豊都市圏都市計画区域マスタープラン 

筑後都市圏都市計画区域マスタープラン 

北九州都市圏都市計画区域マスタープラン 

福岡都市計画 

都市計画区域マスタープラン 

 福岡都市計画区域 

・福岡市 

・春日市 

・大野城市 

・志免町 

・粕屋町 

計３市２町 

福岡都市圏都市計画区域マスタープラン 

福岡広域都市計画区域 

・福岡市 ・筑紫野市 ・糸島市 ・春日市 

・宗像市 ・那珂川町 ・大野城市 ・太宰府市 

・篠栗町 ・志免町 ・古賀市 ・新宮町 

・粕屋町 ・福津市 ・久山町 計 9 市 6 町 

津屋崎都市計画区域 

二丈都市計画区域 宇美須恵都市計画区域 

朝倉筑前都市計画区域 

集

約

・

広

域

化 
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② 都市計画の目標 

 本圏域では，人口減少・高齢社会，国際化，情報化，地球環境の変化など，様々な社会・経済の

変化に対応するため，以下の５つの都市づくりの基本理念が定められます。 

１）持続可能な，快適で魅力ある都市生活を支える集約型都市づくり（下図参照） 

２）安全で快適な生活を支える都市づくり 

３）自然環境に囲まれ，環境と共生する都市づくり 

４）活気にあふれた個性が輝く都市づくり 

５）住民が主体の参加と協働によるまちづくりを進める 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 人口フレームの変更 

 将来の市街地規模の最も重要な算定指標の一つである「人口フレーム」に関して， 

直近の国勢調査年である平成 22 年を基準年とし，10 年後となる平成 32 年の将来人口等の想定が 

都市計画区域単位で設定されます。 

＜将来におけるおおむねの人口＞ 

 

 

 

 

 

 

④ 大規模集客施設の立地誘導方針（以下，立地ビジョン）の変更 

都市構造に影響を及ぼす大規模集客施設の立地誘導については，これまでの「拠点」と 

「広域拠点」に加え，各拠点を効率的に接続する軸において，公共交通サービスの質や 

都市基盤施設のストック，公共交通の将来の持続性などを踏まえ，鉄軌道など特に質が高い 

「基幹公共交通軸」とバス路線などの「公共交通軸」が新たに設定されます。 

これら公共交通軸等の沿線においては，拠点内での立地が難しい場合に，駅やバス停から 

利用者が安全で快適に移動できること等が担保された施設であれば立地が可能となります。 

また，本方針を用途地域や地区計画などの都市計画変更にかかる県の同意基準とすることに

より，適正立地の実現が図られます。          （政令市決定の都市計画は県協議） 

 

 

 広域拠点 

福岡市 10 地区 

ＪＲ博多駅／西鉄天神駅周辺，ＪＲ姪浜駅周辺，ＪＲ香椎駅周辺，地下鉄西新駅／ 

地 下 鉄 藤 崎 駅 周 辺 ／ シ ー サ イ ド も も ち 周 辺 ， 西 鉄 大 橋 駅 周 辺 ， 西 鉄 雑 餉 隈 駅 ・ 

ＪＲ南福岡駅周辺，ＪＲ箱崎駅周辺，アイランドシティ周辺，地下鉄六本松駅周辺， 

ＪＲ九大学研都市駅周辺 

拠  点 

福岡市 11 地区 

西 鉄 高 宮 駅 周 辺 ， Ｊ Ｒ 竹 下 駅 周 辺 ， 西 鉄 井 尻 駅 周 辺 ， 若 宮 周 辺 ， 九 州 大 学 伊 都 

キャンパス周辺，地下鉄野芥駅周辺，ＪＲ・西鉄和白駅周辺，地下鉄橋本駅周辺， 

原交差点周辺，地下鉄七隈駅周辺，長住周辺 

 

新
規
追
加 

基幹公共交通軸 

福岡市１２路線 

Ｊ Ｒ 香 椎 線 ， Ｊ Ｒ 鹿 児 島 本 線 ， Ｊ Ｒ 篠 栗 線 ， Ｊ Ｒ 山 陽 新 幹 線 ， Ｊ Ｒ 九 州 新 幹 線 ， 

Ｊ Ｒ 博 多 南 線 ， Ｊ Ｒ 筑 肥 線 ， 西 鉄 貝 塚 線 ， 西 鉄 天 神 大 牟 田 線 ， 地 下 鉄 箱 崎 線 ， 

地下鉄空港線，地下鉄七隈線 

公共交通軸 

福岡市７路線 

アイランドシティ周辺—ＪＲ香椎駅，下山田地区周辺—ＪＲ舞松原駅， 長住周辺— 

地下鉄六本松駅，原交差点—地下鉄藤崎線，長住周辺—西鉄高宮駅， 

九州大学伊都キャンパス周辺-ＪＲ九大学研都市駅周辺，ＪＲ赤間駅周辺-ＪＲ博多駅

／西鉄福岡（天神）駅周辺 

▲ 都市構造の形成方針図 

福岡都市計画 都市計画区域の整備、開発及び保全の方針の変更 

本編(案)抜粋(一部加筆) 

本編(案)抜粋(一部加工) 

本編(案)抜粋 

▲ 集約型の都市づくりのイメージ 

平成22年 平成32年 増　減 平成22年 平成32年 増　減

2,291千人
おおむね

　2,410千人
おおむね

　+119千人
2,169千人

おおむね

　2,291千人
おおむね

　+122千人

福岡広域都市計画区域

都市計画区域内人口 市街地内人口都市計画
区域
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（２）福岡都市計画道路の変更（福岡市決定） 

 

都市計画道路中，1・4・8号自動車専用道路アイランドシティ線ほか 2路線を次のように変更する。 

注）朱書き・下線は新，（）は旧を示す 

種

別 

名  称 位    置 区 域 構     造  

 

備 考 

 

番 号 

 

路線名 

 

起 点 

 

終 点 

 

主な 

経過地 

 

延 長 

 

構造 

形式 

 

車線 

の数 

 

幅員 

地表式の区

間における

鉄道等との

交差の構造 

自 
 
動 
 
車 
 
専 
 
用 
 
道 
 
路 

 
1･4･8 

 
自動車 
専用道路 
アイラン
ドシティ
線 

 
福岡市 
東区 
香椎浜 
一丁目 

 
福岡市 
東区 
みなと 
香椎 
一丁目 

 
福岡市 
東区 
香椎浜 
二丁目 

 
約 2,500m 

 
嵩上式 

 
4 車線 

 
19m 

 
幹線街路と 
平面交差 
1 箇所 

 
福岡市 
東区 
みなと 
香椎 
一丁目で 
臨港道路 
アイラン
ドシティ 
1 号線に
接続 

詳細設計を行った結果，橋脚の位置・形状が明確になったため，都市計画区域を変更するもの 

幹 
 
線 
 
街 
 
路 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
3･3･78 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
堅粕 
箱崎線 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
福岡市 
博多区 
堅粕 
一丁目 

 
福岡市 
東区 
箱崎 
七丁目 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
福岡市
東区 
箱崎 
六丁目 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
福岡市 
博多区 
吉塚本
町 

 
約4,730m 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
約3,860m 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
地表式 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4車線 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
25m 

 
JR貨物博多
臨港線と 
立体交差 
西鉄 
宮地岳線と 
立体交差 
自動車 
専用道路と 
立体交差 
幹線街路 
箱崎ふ頭 
粕屋線と 
立体交差 
幹線街路と 
平面交差 
11箇所 
 
福岡都市 
高速鉄道 
2号線と 
立体交差 
幹線街路と 
平面交差 
13箇所 
 

 

国道３号線との接続部である終点の位置を変更し，原田箱崎線から箱崎七丁目までの区域を廃止するとともに， 

原田箱崎線から箱崎六丁目の区域を追加するもの 

幹 
 
線 
 

街 
 

路 

 
 
 
 
 
 
 
 
3･4･159 

 
 
 
 
 
 
 
 
原田 
箱崎線 

 
 
 
 
 
 
 
 
福岡市 
東区 
原田 
三丁目 
  

 
福岡市 
東区 
箱崎 
六丁目 
 
 
 
福岡市 
東区 
箱崎 
三丁目 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
福岡市 
東区 
松島 
一丁目 

 
約1,230m 
 
 
 
 
 
 
約1,960m 

 
 
 
 
 
 
 
 
地表式 

 
― 

 
 
 
 
 
 
2車線 

 
 
 
 
 
 
 
 
16m 

 
JR九州 
鹿児島本線 
と立体交差 
幹線街路と 
平面交差 
3箇所 
 
JR九州 
鹿児島本線 
と立体交差 
幹線街路と 
平面交差 
4箇所 
 

 
 

終点位置を変更し，堅粕箱崎線から箱崎阿恵線までの区域を追加するもの 

「区域及び構造は計画図表示のとおり」 

 

理 由 

(１・４・８号自動車専用道路アイランドシティ線) 

１・４・８号自動車専用道路アイランドシティ線は，本市東部地域全体の交通課題である海の中道 

方面への交通需要に加え，アイランドシティ整備事業の進捗や港湾物流の増加に伴い発生する新たな 

交通需要に適切に対応し，さらに，幹線道路のネットワーク化による交通の円滑化を図るための道路 

である。 

 当該道路は高架構造であるが，詳細設計を行った結果，橋脚の位置・形状が明確になったため， 

都市計画区域の変更を行うものである。 

  

(３・３・７８号堅粕箱崎線，３・４・１５９号原田箱崎線) 

箱崎キャンパス跡地を含む周辺地域については，九州大学の移転を契機として，周辺地域と調和し 

    た良好な市街地の形成および新たな都市機能の導入を目指し，まちづくりを進めているところである。 

このまちづくりに併せ，堅粕箱崎線及び原田箱崎線の変更を行い，幹線道路ネットワークを強化し， 

あわせて地域の骨格を形成し，当該地域周辺の交通円滑化を図るものである。 

また，原田箱崎線においては，平成１０年の都市計画法の政令及び省令の改正において，都市計画 

に定める事項として「車線の数」が追加されたことに伴い，車線数の明示を行うものである。 

 
【 参 考 】 
総 括 表 
 

区   分 
福 岡 都 市 計 画 道 路 う ち 、 自 動 車 専 用 道 路 

本 数 延   長 箇所数 延   長 

計 画 決 定 済 ２６３本 ５０４，８２０ｍ  ８本 ６１，５３０ｍ  

今 回 変 更 分 ３本 ８，３２０ｍ  １本 ２，５００ｍ 

計 ２６３本 ５０４，６８０ｍ  ８本 ６１，５３０ｍ  

参－7
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● 九州大学箱崎キャンパス跡地は，第 9 次福岡市基本計画において，機能を充実・転換する地

区として，市街地内の貴重な大規模活用可能地として，大学の移転進捗を踏まえ，新たな都市
機能の導入などを検討する地区に位置付けられています。 

 
● 跡地利用に関しては，学識経験者や地域の代表などで構成される箱崎キャンパス跡地利用協

議会での協議を経て，平成 27 年 3 月に市と九州大学が跡地利用計画を策定し，まちづくりの
方針，交通基盤の整備方針などを定めています。 

 

● 交通基盤の整備方針において，箱崎キャンパス跡地内の東西・南北道路により，福岡市の骨格
を担う道路ネットワークの機能補完・強化を図るとともに，箱崎キャンパスや鉄道による東西既成
市街地の分断の解消，南側既成市街地との連携，アクセス性の向上を図ることとしています。 

 
● 九州大学が平成 30 年度を目指している移転完了にあわせて，計画的なまちづくりの誘導を図

るため，まちの骨格を形成する幹線道路を都市計画道路に位置づける手続きを進めたいと考え
ています。 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

■九州大学箱崎キャンパス跡地における都市計画道路の変更について 

※ 「区画道路」等の位置は決定されたものではなく、
今後の土地利用計画とあわせて検討していきます。 

 １．九州大学箱崎キャンパス跡地利用計画(平成 27 年 3 月) 
交通基盤の整備方針【地区内道路（街区）の形成方針】抜粋 

【変更後】 

原田箱崎線 

【変更前】 

堅粕箱崎線 

【変更後】 

堅粕箱崎線 

箱崎キャンパス 
九州大学の寮など 
箱崎中学校 
貝塚公園 

 ２．都市計画道路の変更 

《幹線道路(東西・南北道路)の整備》 

東西既成市街地の分断の解消，南側
既成市街地との連携，アクセス性の向上
を図るため，まちの骨格を形成する東西・
南北道路を整備 

・都市計画道路「堅粕箱崎線」 

 のルートを変更 

・キャンパス跡地の東西の幹線 

 道路としての機能をもたせる 

 ４車線の道路として計画 

◆都市計画道路の変更 

 （ルートの変更，廃止） 

《東西道路（堅粕箱崎線）》 

・都市計画道路「原田箱崎線」 

 のルートを延伸 

・キャンパス跡地の南北の幹線 

 道路としての機能をもたせる 

 ２車線の道路として計画 

◆都市計画道路の変更 

 （ルートの延伸） 

《南北道路（原田箱崎線）》 

 ３．手続きスケジュール（予定） 

平成 28 年 7 月 都市計画案縦覧 

平成 28 年 8 月 都市計画審議会付議 

平成 28 年 9 月 都市計画決定 
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